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うける円板の局合について，平板の大たわみ問題で一般に用いられる von Kármán 式の精度を検討







緒言は本論文の目的を概説している。すなわち円板の非線形曲げ問題に対する H. B. Keller と








に )JIJ わり， 外周は l苗定， 回転支持， 自由文持の三条件に対応する円輪板の問題 lこ対して， Kellerｭ
Reiss の)j法を改良して用い，代表的な形状に対してたわみと応えJ の -jiliの結果を得ている O
また実験を行なって計算結果の妥当性を示した。
第 3 章はさらばねの問題を取り扱っている。すなわち E. Reissner の一般軸対称かくの非線形曲
げ理論をさらばねに適用し， Kel1er-Reiss の方法を拡張して用いて，代表的な形状に対したわみと
応力の一連の結果を得ている。その結果から G々 A. Wempner の近似解が実用上十分な精度を持つ
ことがわかったので，この近似鮮を設計 lこ便利な j的こ改良している口なお実験を行なって，これまで
ω理論値と実験値にくいちがいがあったことに対して考察を加えている。







第 5 章は，前章までの基礎になっている Reissner の一般軸対称かくの非線形理論そのものの精度
を検討している。すなわち一様分布荷重を受ける周辺固定円板の問題に対して，せん断変形を考えな
い理論としては最も厳密な基礎微分方程式を確立したのち， Kel1er-Reiss の方法を-般化した解法
によってこれを解き，従来の解としている。その結果から実用的には Reissner の理論で十分である
ことが示されている口
結言では上記の諸結果が総括されている口
本論文は， Reissner の一般軸対称かくの非線形理論を円輸板，さらばね，波形ダイヤブラムおよ
びU形ベローズの問題に適用し，その基礎微分方程式を解くため Keller-Reiss の解法に種々の改良
を加えて，従来得られなかった多くの結果を得た。ここに用いられた解法は任意の軸対称かくに適用
できるものである。また Reissner の非線形理論の精度の検討についてもふれている。
以上の研究成果は弾性かく理論の進歩に貢献するとともに，実用上の意義も大きい口
よって本論文は博土論文として価値あるものと認める。
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